
平成 28年度 事業報告 

施設長 吉本 沙織 

平成 28年度につきましても、基本方針ならびに今年度の事業計画に基づき、活動い

たしました。 

 

１． 事業目標について 

（1）特別養護老人ホーム、ショートスティ事業は、効率よく新規本入所に繋げる為、 

各事業所間の連携を重視しました。年間平均稼働率は、特養 92.45％とショート 

127.75％となりました。12月よりショートの定員 6名を本入所へ転換し、本入 

所 86名、ショート 4名となりました。今後も、継続して充実したサービスの提 

供を行います。 

 

（2）デイサービス事業は、昨年に引き続き、施設見学の受け入れや居宅介護支援事 

業所等への定期的な訪問を行い、積極的に営業活動を行いました。年間平均稼働 

率みなみの苑 66.0％（前期比-0.7％）、松ヶ枝 58％（前期比-11％）となりました。 

今年度も続けて、営業活動及び提供サービスの充実に努めます。 

   

（3）地域密着型サービス事業では、空室のロスをなくすために、各事業所間の情報 

共有を充実させ、入退居をスムーズに行う様に努めました。平均年間稼働率は、 

97％となりました。 

小規模多機能型居宅介護事業所の平均年間稼働率は、83％となりました。 

利用中止の主な理由は、施設入所の為となり 18名（グループホーム 13名）でし 

た。引き続き、地域ケアプラザとの連携を強化し営業活動を行います。 

 

（4）居宅介護支援事業所・訪問介護事業所「みなみ杉田」について 

  杉田事業所では、平成 28年 8月と 10月に、居宅介護支援事業所及び訪問介護事 

業所を開所しました。地域との連携に重点を置き、地域ケアプラザとの関係作り 

に努めています。 

 

（5）小規模多機能型居宅介護事業所「みなみ富岡」及び障害者グループホーム「輝」

開所について 

  平成 29年度の開所に向けて、法人全体で取り組みました。「みなみ富岡」につい 

ては、平成 29年 4月に開所し、スムーズに運営を行っています。また、6月 1 

日に、「輝」が開所します。 

   

２．各事業部門の業務並びに収支決算については、別に報告させていただきます。 


